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松田副学長の後任として，平成 25 年 10 月 1 日に副学長（情報担当）及び情報メディア
基盤センター長を拝命いたしました。 
 昭和 44 年 12 月に設置された電子計算機室は，情報処理センター（昭和 54 年），総合情

























協力をお願い致しまして，センターレポート 2013 の巻頭言とさせていただきます。 
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主体的学習促進支援システム LACS の 
概要と導入に向けた取り組みについて 
 





Assessment and Communication System)の導入が進められています。主体的学習促進支







2. LACS の構築状況 
 LACS は，①学習管理機能，②コミュニケーション機能，③ポートフォリオ機能，④分析・
可視化(IR)機能の 4 つの機能を有するシステムとして構想されました。LACS の構築は，世
界中で広く使われている Blackboard Learn という学習管理システム(LMS: Learning 
Management System)をプラットフォームとし，必要な機能は Blackboard Building Blocks





3. LACS の機能 




























・ URL リンク 



















問題，⑯文章完成問題，⑰並び替え問題，の 17 種類の質問が利用可能となっています。 























(11)  シラバス 





















4. LACS の利用手順 
 LACS はネットワークに接続した機器で動作する Web ブラウザがあれば，いつでもどこ
からでも利用できます。以下，LACS の利用手順について簡単にご紹介します。 
(0)  Web ブラウザの選択について 
 LACS では，カスタマイズやサポートの都合上，Mozilla Firefox(http://www.mozilla.jp/)
という Web ブラウザの利用を推奨しています。その他の Web ブラウザでも LACS を利用
できますが，一部表示が乱れたり，不具合が生じたりする現象が確認されていますので，何
かおかしいな？と思われたら， 新の Firefox で動作確認されることをお勧めいたします。 
(1)  LACS へのアクセス 
 LACS にアクセスするもっとも簡単な方法は Google などの検索エンジンで「LACS」と
検索することです(図 1)。他にも LACS の URL(https://lacs.nagasaki-u.ac.jp)を直接入力し
たり，大学の公式ページ等のリンクからアクセスしたりすることができます。 
 
図 1 Web ブラウザでの検索 
(2)  LACS へのログイン 
 LACS にログインするには長大 ID が必要です。LACS にアクセスし図 2 のようなログイ
ン画面が表示されたら長大 ID の情報を入力してログインします。また，教職員の方には長
大 ID の他に学生の立場での動作を確認していただける学生確認用 ID も発行しています。
学生確認用 ID の詳細については，別途，情報メディア基盤センターまでお問い合わせくだ





図 2 LACS のログイン画面 
(3)  授業のコースへのアクセス 














 入門編は LACS を初めて利用される方を対象とした講習会です。入門編では，LACS の
概要や学生との連絡手段，授業資料の提示方法について説明しています。入門編(第 5 回講
習会時)の目次は以下の通りです。 
（1） LACS について 
（2） LACS へのログイン 
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5.4. WebClass 移行編 
 WebClass 移行編では，本学の WebClass ユーザを対象に，WebClass から LACS へのコ
ンテンツ等の移行について説明しています。WebClass 移行編(第 4 回講習会)の目次は以下
の通りです。 
（1） WebClass からの移行について 
（2） 移行ツールの使い方 
 
 表 1 はこれまでに開催して LACS 講習会や部局 FD の開催状況をまとめたものです。 
表 1 LACS 講習会・部局 FD の開催状況 
No 名称 開催日 回数 人数
1 第 1 回 LACS 講習会入門編 平成 25 年 9 月 17～20 日 4 129
2 第 1 回 LACS 講習会実践編 平成 25 年 9 月 26～27 日 2 74
3 経済 FD LACS 講習会入門編 平成 25 年 9 月 26 日 1 23
4 坂本 FD LACS 講習会入門編 平成 25 年 10 月 17 日 1 40
5 第 2 回 LACS 講習会入門編 平成 25 年 10 月 22，24 日 2 29
6 第 2 回 LACS 講習会実践編 平成 25 年 10 月 29，31 日 2 37
7 保健学科 FD LACS 講習会入門編 平成 25 年 11 月 7 日 1 14
8 第 2 回 LACS 講習会上級編 平成 25 年 11 月 12，14 日 2 29
9 環境・構造 FD LACS 講習会入門編 平成 25 年 11 月 27 日 1 24
10 LACS 勉強会 平成 25 年 12 月 3,4,10,11,17,18,24,25 日 8 14
11 保健学科ＦＤ LACS 講習会実践編 平成 25 年 12 月 5 日 1 14
12 教育学部 FD LACS 講習会 平成 25 年 12 月 24 日 1 15
13 LACS ガイダンス 平成 25 年 12 月 25 日 1 3
14 第 3 回 LACS 講習会入門編 平成 26 年 1 月 14，15， 17， 21，22，28 日 6 52
15 第 3 回 LACS 講習会実践編 平成 26 年 1 月 14，15， 17， 21，22，28 日 6 52
16 多文化社会学部 FD LACS 講習会 平成 26 年 1 月 25 日 1 28
17 第 2 回坂本地区 FD LACS 講習会 平成 26 年 1 月 29 日 1 37
18 教育学部 FD LACS 講習会 平成 26 年 2 月 12 日 1 7
19 第 4 回 LACS 講習会 WebClass 移行編 平成 26 年 2 月 17～21 日 5 33
20 坂本 FD LACS 講習会実践編 平成 26 年 2 月 19 日 1 19
21 経済学部 FD LACS 講習会 平成 26 年 3 月 7 日 1 11
22 第 5 回 LACS 講習会入門編 平成 26 年 3 月 3～7，31 日 6 101






 本稿では，本学で今年度から導入が開始された主体的学習促進支援システム LACS の構
築状況や機能，利用手順についてご紹介するとともに，LACS 導入に向けて開催した講習会





情報メディア基盤センター e ラーニングコンテンツ開発支援室 
  lacs_support@ml.nagasaki-u.ac.jp 
  095-819-2219(内線 2219) 
  ※受付時間 9:00 ~ 17:00 (土日祝日は除く) 
  































平成 25 年 2 月 26 日の学長・副学長会議を経て，平成 25 年 3 月 18 日の教務委員会で報告
されるに至り，本格的にノートパソコン必携化開始のための準備活動が始まりました。平成















この基本仕様は平成 25 年 9 月 17 日開催の情報政策委員会において審議，了承され，平
成 25 年 9 月 24 日開催の学長・副学長会議で協議され了承されました。内容は下表の通り
です。 
表 ノートパソコンの基本仕様（平成 26 年度入学者用） 
項 目 仕 様 
OS Microsoft Windows 7/8/8.1 
CPU Intel Core i3 と同等以上 
メモリ 2GB 以上 
HDD(SSD) HDD(SSD) 100GB 以上 
ディスプレイ 解像度 1,280×720(16:9)または 1,024×768(4:3)以上 
外部モニタ VGA 出力が可能なこと(変換アダプタを利用してもよい) 
拡張インタフェース USB 2.0 
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無線 LAN IEEE 802.11 a/b/g 
















ことのないよう，内蔵補助記憶装置は原則として SSD のものを選定し，3 年間ないし 4 年
表 推奨機種の仕様 
項 目 仕 様 
OS Microsoft Windows 8.1 64bit / Mac OS X 10.9 (※1) 
CPU 第 4 世代 Intel Core i5 / Core i3 
メモリ 4GB / 8GB 
HDD(SSD) SSD 256GB / HDD 500GB 
ディスプレイ 解像度 1,366×768 ～ 2,560×1,440 
外部モニタ HDMI 及び VGA 出力(変換アダプタ利用モデル有) 
拡張インタフェース USB 3.0 / Bluetooth 4.0 / SDXC カード 
無線 LAN IEEE 802.11 a/b/g/n 
オフィススイート 
Microsoft Office 365 (年間ライセンス) 
※大学生協から年間 3,000 円(税抜き)で販売 
バッテリー稼働時間 7 時間～20 時間 (モデルによって異なります) 
保証とアフターケア 3 年間保証(動産保険付)または 4 年間保証 (動産保険付) 
セキュリティ対策ソ
フト 
OS 付属のものを使用(Windows Defender) 
※1 生協で販売された MacBookAir は，Windows 8.1 のパッケージと合わせて販売されて
おり（販売価格に含まれており），Windows/Mac OS X のデュアルブートにすることが










4. 無線 LAN の拡充 




パソコン必携化やそれに伴う自学自習環境の整備のため，無線 LAN アク 
セスポイントをほぼすべての講義室，実験室，実習室，体育館，リフレッシュスペースなど
に多数増設しました。増設された無線 LAN アクセスポイントは平成 25 年 11 月より稼働し
ています。 
 










での利用を想定した無線 LAN として，講義用無線 LAN 環境を新たに整備することとしま
した。これは講義室や建物のフロアといった単位で，個別の SSID（無線 LAN を識別する
表 無線 LAN アクセスポイントの設置台数の変化 
キャンパス 平成 25 年 11 月以前 平成 25 年 11 月以降 
文教キャンパス 121 台 254 台 
坂本キャンパス 44 台 127 台 
片淵キャンパス 13 台 45 台 
附属校園・多以良団地 11 台 36 台 
Information Media Center Annual Report 2013 
14 
 
名称）を設定し，それぞれの SSID に特有の IP アドレスを配布（アドレス変換）すること
で，IP アドレスのキャパシティを確保し，また， LACS 上のテスト等へのアクセスを，た
とえば授業を実施する講義室からのみに制限できるようになります。また，使用する電波帯
については，混信しやすい「2.4GHz 帯」は使用せず，「5GHz 帯」具体的には IEEE802.11a/n
のみとすることで，混信のリスクを低減できるとともに，1 台の無線 LAN アクセスポイン
トで数十台のノートパソコンが高速で安定的に接続できるようになります。 
「5GHz 帯」を用いた場合に無線 LAN アクセスポイント 1 台が，どの程度の通信負荷に
耐えられるかを，ノートパソコン 90 台を用いて実験しました。実験結果の概要は以下の通
りです。 
 Web ページ閲覧や LACS 利用などの通常負荷時 
 90 台での同時接続試験を行い，全く問題なく利用できることを確認しました。 
 動画再生時 
 動画サイト（YouTube）の動画を何台同時に再生できるか試験を行いました。 




 数十 MB を超えるダウンロードを同時にダウンロードしようとすると，遅延が
発生しました（同時接続 60 台での事例）。 
平成 25 年度は教養教育棟の講義室について講義室用無線 LAN の整備を行いました。具
体的な講義室名と無線 LAN の SSID はセンターホームページをご参照ください（学内から
のみ閲覧可能）。 











③ 長大 ID の入力（初回のみ） 











どの ICT インフラの利用方法，Microsoft Office の基本操作，情報技術などの基礎知識につ
いて，1 年生前期（多文化社会学部のみ後期）に開講される必修科目「情報基礎」の中で教
育を行います。「情報基礎」は情報メディア基盤センター教員（6 名）（経済学部夜間主コー
スのみ学部教員 1 名が担当）が全学部計 32 クラスを担当しており，統一的なカリキュラム
に基づいて授業を行っていきます。 
なお，多文化社会学部については，学部からのご依頼もあり，セットアップに関する講習

































































Web ページ作成 1 HTML，Web ページの作成 







































































































に発刊された第 21 号と第 34 号の記事を以下に示す。 
 
























・第 34 号（平成 26 年 1 月 14
日） 























プディスカッションさせました。その結果は LACS 上の Wiki としてまとめさせました。後
者の形態では，学生が活発に話し合うようになり，成果の質が高くなったように思います。 
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ISMS 認証（ISO/IEC 27001）取得 
 






その中で平成 22 年度から始まった第 2 期中期目標及び中期計画の中で，大学の情報セキ
ュリティに関して以下の文言が加わりました。 
第 2 期中期目標 
「情報マネジメント体制を整備し，情報セキュリティを向上させる。」 





メントシステム（Information Security Management System; ISMS））を明確化していく
こととなりました。 
ISMS の国際規格として ISO/IEC 27001 があり，ISMS の計画・運用・チェック・改善
（いわゆる PDCA サイクル）の設計及び運用の規準となっています。これに従うことが本
学における ISMS の明確化の早道と考え，平成 22 年度より準備活動を開始し，平成 25 年
3 月 ISMS 認証の取得に至り，本学の情報セキュリティの管理体制の明確化を達成しまし
た。平成 25 年度はこれを受け，ISMS 活動の平準化を進めてまいりました。認証の継続に
関する審査を受審し（平成 26 年 1 月）これにも合格しました。 
本稿では，2 章で ISMS の概要をご紹介します。3 章～6 章で平成 22 年度以降の活動を
振り返りながら，平成 25 年度までの ISMS に関する諸活動について報告し，7 章では ISMS
活動の学生教育への展開について報告します。 
 










情報セキュリティに関するマネジメント体制を ISMS といいます。 
（1） ISO/IEC 27001 
ISO/IEC 27001 は ISMS の構築や ISMS の PDCA サイクルに基づく運用などに関する
国際規格であり，本文である要求事項と日常の運用手順に関する管理策から構成されてい








図 ISO/IEC 27001:2005 の要求事項の構成
図 ISO/IEC 27001:2005 の附属書 A の構成
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3. 平成 22 年度～ISMS に関する調査及び先行的なマニュアル整備 
（1） 先行事例の調査 
まずは ISMS の理論的な概念について，情報企画課のメンバーとともに調査を行い，並
行して先行事例の調査を行いました。先行事例として，平成 22 年 4 月時点で既に ISO/IEC 
27001 の認証を取得していた国立大学法人 静岡大学，宇都宮大学，山口大学の状況を，当
時の公開記事などから調査しました。 








バーは筆者を含めた情報セキュリティ専門部会委員 4 名で構成しました。 
（2） 先行的なマニュアル整備 
ISMS では様々なマニュアルを作成し，周知することが要求されていたことから，先行的
に統合認証システム（平成 23 年 3 月より稼働）など，一部のシステムについて，センター
及び情報企画課向けのマニュアルを作成しました。 
 
4. 平成 23 年度～ISMS 構築の本格活動開始 
（1） 学外の ISMS 研修への参加 
ISMS を構築するには，上述のように ISO/IEC 27001 の要求事項を満たすように行うの
が早道であるとの考えから，ISMS のより詳細な知識（構築のノウハウや具体的な PDCA
サイクルの運用など）について，さらに知見を得るべく，第 4 回 ISMS 研修会（山口大学
主催，平成 23 年 5 月）に参加いたしました。そこでは ISMS 構築に関する演習を交えたよ
り具体的な知見を得ることができ，後の ISMS 構築におおいに役立ちました。 
（2） ISMS の具体的な検討 









 情報資産の内容：ISMS を適用する情報資産の範囲をどのように設定するか。 
 
5. 平成 24 年度～ISMS の実践，認証取得 
（1） ISMS の構築 




員と情報企画課職員を対象とした内部研修を 11 月に実施しました。ここでは，ISMS の概
要と遵守するマニュアル群について解説を行いました。後にテストを実施し，定着度の確認
を行いました（要員への教育も ISO/IEC 27001の要求事項に含まれています）。同時に ISMS
の目的や基本方針，実施体制などをまとめた「ISMS 基本方針」をセンターの Web を通じ
て公開しました（ 新版は附録参照）。 
（2） ISMS の実践 





 ISMS スタッフ会議を通じての情報共有 
 内部監査 
 センター長によるマネジメントレビュー（経営層からの活動のレビュー） 
 ISMS 文書の更なるブラッシュアップと修正内容の周知 
（3） ISMS の認証に関する審査 
上述の活動の上で，ISO/IEC 27001 の認証審査を BSI ジャパン社に依頼して，平成 25 年
1 月に受審，無事に合格に至りました。その結果，平成 25 年 3 月 4 日に正式に ISO/IEC 
27001 認証取得組織として登録されるに至りました。認証登録の名称は「情報企画課及び情
報メディア基盤センターが提供する大学総合情報サービス」で，有効期間は 3 年間です。 
ちなみに，本学の ISMS の登録状況は一般財団法人日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）
の Web 上で検索することができます。 
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ISMS の認証は毎年中間審査（サーベイランス審査）があり，平成 26 年 1 月に受審しま
した。そちらの結果も良好で，ISMS 認証の維持が認められています。 
 


















しました。今後の活動としては，ISO/IEC 27001 が平成 25 年 10 月に改訂されたことに伴










制定：平成 24 年 11月 9 日 
改訂：平成 25 年 1 月 21 日 
改訂：平成 26 年 4 月 1 日 
ICT 基盤センター長 





また，本基本方針において ISMS の適用範囲及び責任体制を定めて，ISMS の行動
規範とします。 
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2.  基本方針 
(1) 情報セキュリティを確保するために，責任体制を構築し，マニュアルを定め遵守










3.  適用範囲 
(1)  対象組織：情報企画課及び ICT 基盤センター 
(2)  対象業務：対象組織が提供する大学情報総合サービス 
(3)  対象資産：対象組織が保有する情報資産（紙媒体も含む） 
 
4. 責任体制 
(1)  ISMS 監督者 
ICT 基盤センター長は，ISMS 活動の最高責任者として，その業務を総括する。 
(2)  ISMS 管理責任者 
情報企画課長は，ISMS 管理責任者として ISMS 活動に関する管理運営を担う。 
(3)  ISMS スタッフ 
情報企画課の職員は，ISMS スタッフとして ISMS 活動の実務を担う。 
(4)  内部監査責任者 







情報コミュニケーション学会第 11 回全国大会報告 
 
情報メディア基盤センター 丹羽 量久 
 









マで 12 セッションが開かれ，計 41 件の発表が行われました。 
以下にプログラムの詳細を示します。 
 
日 時：2014 年 3 月 1 日（土）・2 日（日） 












田中 康裕（専修大学）・小舘 亮之（津田塾大学） 
A1-2 地方自治体におけるソーシャル・ネットワーキング・サービス活用の評価 
畑 耕治郎（大手前大学）・石橋 裕基（一般財団法人関西情報センター） 
A1-3 スターバックスが提供するカフェテリア空間の市場価値 
脇 有夏里（摂南大学）・高橋 沙綾（摂南大学）・針尾 大嗣（摂南大学） 
   





   五月女 仁子（日本女子体育大学） 
B1-1 大学新入生の情報セキュリティに関する認識について 
上繁 義史（長崎大学）・柳生 大輔（長崎大学）・鈴木 斉（長崎大学）・古賀 掲維（長
崎大学）・丹羽 量久（長崎大学）・藤井 美知子（長崎大学）・野崎 剛一（長崎大学） 
B1-2 女子体育大学における講義での Web 活用の実践と傾向について 
五月女 仁子（日本女子体育大学） 
B1-3 学校教育における Facebook 活用の一考察－SNS を利用した学びの共有と振り返り
－ 



















岡戸 久実（早稲田大学大学院）・吉見 憲二（早稲田大学）・樋口 清秀（早稲田大学） 
A2-2 オンラインコミュニティにおけるコミュニケーションの委縮に関する研究 
吉見 憲二（早稲田大学）・針尾 大嗣（摂南大学） 
A2-3 宿泊客のリピート意向に影響を及ぼす宿泊施設サービスに関する一考察－レビュー
データをもとに構築した累積ロジットモデルを用いて－ 









柳生 大輔（長崎大学）・野崎 剛一（長崎大学）・上繁 義史（長崎大学） 
B2-2 純文学賞受賞作品の文体における客観的情報 
戸嵜 ひかる（早稲田大学大学院）・樋口 清秀（早稲田大学）・吉見 憲二（早稲田大
学） 
B2-3 ポートフォリオシステムによる大学適応感・教員就職意欲の可視化とその効果 
阿部 慶賀（岐阜聖徳学園大学）・吉澤 寛之（岐阜聖徳学園大学）・秋山 晶則（岐阜






松田 綾（長崎大学附属図書館）・山本 知美（長崎大学附属図書館） 
C2-2  1 人 1 台端末の教育環境におけるサポートデスクの役割と今後の展望－山梨英和大
学の試み－ 
後藤 晶（山梨英和大学）・杉浦 学（山梨英和大学）・秋月 拓磨（山梨英和大学）・ 
難波 道弘（山梨英和大学）・高橋 弘毅（長岡技術科学大学） 
C2-3 カタストロフによる協力行動の促進メカニズムに関する一考察：Catastrophe 
Cooperation Model の検討 
後藤 晶（山梨英和大学） 
 





A3-1 大学生の Twitter の使用の性差に関する分析－複数アカウントの所持と個人情報の
公開に注目して－ 
菊池 沙矢香（東京女子大学大学院）・加藤 尚吾（東京女子大学） 
A3-2 会話回数に基づく Twitter 上での友達数上限に関する分析 
清水 將吾（学習院女子大学） 
A3-3 気配を気付かせるゆるやかなコミュニケーションに関する検討 
Information Media Center Annual Report 2013 
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喜多 智大（畿央大学）・西端 律子（畿央大学）・高橋 浩（奈良県立奈良養護学校）・
藤川  良純（奈良県立奈良養護学校）・澤井 直子（奈良県立明日香養護学校） 
C3-2  FFS 理論を活用したラグビーフットボールの 適チーム編成（２）－生徒の変容と
チーム力の向上－ 




山田 康雄（京都市立洛陽工業高等学校）・森口 勇（京都市立洛陽工業高等学校）・ 
中村 久美子（京都市立洛陽工業高等学校）・松岡 久雄（京都市立洛陽工業高等学校）・
藤森 宏美（京都市立洛陽工業高等学校）・坂根 正敏（京都市立洛陽工業高等学校）・






















A4-3  PBL のピアエデュケーション効果を高める授業環境デザイン 
木村 敦（東京電機大学）・武川 直樹（東京電機大学） 
A4-4 情報環境学科学生による SNS 市民講座の実践 
星野 智子（東京電機大学）・河合 奈都子（東京電機大学）・山本 佑典（東京電機大







加藤 由樹（相模女子大学）・舘 秀典（東京福祉大学）・加藤 尚吾（東京女子大学）・
立野 貴之（松蔭大学）・千田 国広（東映アニメーション株式会社） 
B4-2 大学での講義中のスマートフォンの私的使用 






森岡 佑介（芦屋大学）・藤本 光司（芦屋大学） 
B4-5 初年次教育におけるコミュニケーションデザイン (３) －基礎演習の授業アンケー








   阪井 和男（明治大学） 
C4-1 教育・学習モデルに基づいた事後教育システムの提案 
橋本 はる美（摂南大学）・堀井 千夏（摂南大学）・佐井 英子（摂南大学） 
C4-2  iPad と Moodle を用いた大学授業の試行 
岩崎 日出夫（東海大学） 
C4-3 視聴者コメントが流れる映像に対して時系列に変化する印象を捉える試み ～ドラ
マ仕立て CM を対象にした面白さの調査～ 
浅羽 修丈（北九州市立大学）・斐品 正照（東京国際大学） 
C4-4 社会との恊働プロジェクトにおける学生の情報共有 
大岩 稔生（摂南大学）・久保 貞也（摂南大学）・牧野 幸志（摂南大学） 
C4-5 東日本大震災ニュースソースとタブレット型電子デバイスのクラウド活用による科
学的思考法ワークショップにおける教育効果の解析 









情報コミュニケーション学会第 11 回研究会報告 
 
情報メディア基盤センター 藤井 美知子 
 
日時：2013 年 10 月 6 日(土) 10:00～15:00 
テーマ：コミュニケーション/一般  





































































曜日 8：50～10：20 10：30～12：00 12：50～14：20 14：30～16：00 16：10～17：40 
月   
情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎 
全学（藤井） 全学（藤井） 全学（野崎） 全学（藤井） 




全学（丹羽） 全学（丹羽） 全学（丹羽） 
水 
情報基礎 情報基礎 情報基礎 計算力学演習 計算力学演習 
全学（野崎） 全学（野崎） 全学（藤井） 工学（松田） 工学（松田） 
木 
情報基礎 技術英語Ⅰ 情報基礎 情報基礎 情報基礎 
全学（古賀） 工学（安武） 全学（古賀） 全学（古賀） 全学（藤井） 
金   
情報基礎 情報基礎 問題解決のｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ プログラミング演習
全学（上繁） 全学（上繁） 全学（古賀） 工学（阿部） 
 
C-45教室 
曜日 8：50～10：20 10：30～12：00 12：50～14：20 14：30～16：00 16：10～17：40 
月   
総合英語Ⅲ 基礎統計学 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 基礎解析ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ
全学（小笠原） 水産（GREG） 全学（ｳｨﾘｱﾑ ｺﾘﾝｽﾞ） 工学（丸田） 
火 
韓国語Ⅲ 韓国語Ⅲ 総合英語Ⅰ 情報基礎 
  
全学（沈） 全学（沈） 全学（小笠原） 全学（野崎） 
水 
技術英語Ⅱ 情報基礎 情報基礎 情報基礎 
  
工学（金丸） 全学（上繁） 全学（丹羽） 全学（丹羽） 
木 
フランス語Ⅲ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ ソフトウェアの利用技術 情報基礎 
  
全学（大橋） 全学（廣江） 全学（丹羽 他） 全学（野崎） 
金     
フランス語Ⅰ フランス語Ⅰ プログラミング演習
全学（橋本） 全学（橋本） 工学（石塚） 
 
C-25教室 
曜日 8：50～10：20 10：30～12：00 12：50～14：20 14：30～16：00 16：10～17：40 
月     
情報基礎 情報基礎 基礎解析ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ
全学（上繁） 全学（上繁） 工学（浜崎） 
火           
水 
情報基礎 情報基礎 情報基礎 情報基礎 
  






全学（藤井） 工学（田中） 全学（柳生） 
金     
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 
  
全学（ｳｨﾘｱﾑ ｺﾘﾝｽﾞ） 全学（ｳｨﾘｱﾑ ｺﾘﾝｽﾞ） 
 
 




曜日 8：50～10：20 10：30～12：00 12：50～14：20 14：30～16：00 16：10～17：40 




火   
工業数学 
    
教養セミナー 
工学（小川） 全学（西田） 
水   
空間情報処理学 電気電子工学実験Ⅲ 電気電子工学実験Ⅲ 
  
工学（小川） 工学（阿部） 工学（阿部） 
木         
教養ゼミナール 
工学（小川） 
金     
社会環境デザイン 社会環境デザイン 社会環境デザイン
工学実験・演習B 工学実験・演習B 工学実験・演習B






















        
環境（渡邊） 
木     
CAE 実習 CAE 実習 
  
工学（木須・戎） 工学（木須・戎） 
金   
生物統計学 情報化時代の仕事術 情報化時代の仕事術 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ情報処理
薬学（西田） 教養教育（古賀） 教養教育（古賀） 工学（西田渉） 
 
C-45教室 
曜日 8：50～10：20 10：30～12：00 12：50～14：20 14：30～16：00 16：10～17：40 
月 
総合英語Ⅲ 技術英語Ⅲ 
      
教養教育（奥田） 工学（小林） 
火 
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 総合英語Ⅲ 総合英語Ⅱ 
    
教養教育（川島） 教養教育（川島） 教養教育（奥田） 
水   
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 
    
教養教育（ルール） 教養教育（ルール） 
木 
フランス語Ⅳ 総合英語Ⅲ 情報化の役割と課題 総合英語Ⅱ 
  
教養教育（大橋） 教養教育（奥田） 教養教育（丹羽） 教養教育（小笠原） 








曜日 8：50～10：20 10：30～12：00 12：50～14：20 14：30～16：00 16：10～17：40 
月 
計算機の科学 計算機の科学 
      
教養教育（野崎） 教養教育（野崎） 
火           
水           
木     
電気電子工学実験Ⅱ 情報通信とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
ﾈｯﾄﾜｰｸのしくみ   工学（石塚） 
  教養教育（柳生） 
金     
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 
  
教養教育（ｳｨﾘｱﾑ ｺﾘﾝｽﾞ） 教養教育（ルール） 
 
C-26教室 
曜日 8：50～10：20 10：30～12：00 12：50～14：20 14：30～16：00 16：10～17：40 
月   
技術英語Ⅱ 
      
工学（小川） 











教養教育（柳生） 工学（藤本） 工学（藤本） 
木   
実践英語B 技術英語Ⅰ ｿﾌﾄｳｪｱの利用技術 
  
工学（小川） 工学（金丸） 教養教育（丹羽） 









大変遅くなりましたが，平成 25 年度（2013 年度）の情報メディア基盤センターの活動を
まとめたセンターレポート 2013 を発行することができました。 
平成 25 年度は本センターとしては次年度の大きな変化に向けた 1 年と言っても良い年度
でした。ICT マスタープラン 2012 及び ICT アクションプラン 2012 に基づいた活動が本格
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